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【背景】 

高校野球界には「後攻有利説」と「先制点重要説」が存在

し、筆者も高校野球を経験した中でこれらの定説を実際に感

じてきた。しかしそれらが事実に基づくものなのか疑問があ

り、高校野球の勝利における先攻後攻と先制点の関係性を数

値的に分析した研究も十分にされていない。 
【目的】 
高校野球界に存在する後攻有利説と先制点重要説が正し

いのかを明らかにするのと同時に、先攻後攻と先制点の視点

から、より高い確率で勝つ戦い方を思案、提言することを本

研究の目的とする。 

 

【方法】 

野球部に所属する高校生と元高校球児である大学生に対

し、先攻後攻どちらが有利だと考えているかを把握するため

のアンケート調査を実施する。また２００６年から２０１２

年までの全国高等学校野球選手権三重大会の７年間分の大

会記録をもとに、全試合分、コールドゲームを除いた全試合

分、延長になった全試合分、準々決勝以降の全試合分、準々

決勝以降のコールドゲームを除いた全試合分、この５つの区

分でそれぞれを分析し、先攻後攻別の勝利試合の割合を出す。

さらに、同じ大会記録をもとに「先制点」を取ったチームの

勝利試合数割合を分析し、その勝利試合における「先攻」「後

攻」の割合を分析する。それに加えて、「先制点」を取った

後、一度も同点もしくは逆転されずにそのまま逃げ切って勝

利した試合数の割合、その試合における「先攻」「後攻」の

割合も分析する。また準々決勝以降の区分においても同様の

分析を行う。 

 

【結果】 

まず、高校生と大学生の意識調査では、高校生大学生とも

に「後攻有利」の意識があることがわかった。延長戦の場合

でも「後攻有利」だと考えている選手の方が圧倒的に多かっ

た。しかし、先攻後攻と先制点が勝利とどう関係しているか

を分析しその結果も踏まえると、全試合でみると「後攻有利」

と言える結果ではあったが、準々決勝以降に関しては先攻後

攻で差はなく、延長戦の場合は「先攻有利」と言える結果が

出たので、高校生、大学生が持っている意識がすべて事実に

沿っているとは言えないことがわかった。特に「先攻有利」

とわかった延長戦に関して、「後攻有利」という意識を高校

生大学生ともに持っていることは非常に興味深いものであ

った。 

 先制点に関しては、先制点を取ることによって非常に高い

確率で勝利につなげることができることがわかった。また、

先制点を取ったチームが勝利した試合の試合展開をみてみ

ると、一度も同点もしくは逆転されることなくそのまま逃げ

切って勝つ場合の割合が大きいということもわかった。 
 これらの結果をまとめると、後攻有利説は全試合を対象と

してみると間違っているとは言えないが、延長戦の場合など

より細かい区分単位では後攻有利の傾向は示していない結

果であったので、条件によって正しくもあり、間違っている

とも言える。先制点重要説に関しては正しいと言える結果と

なった。 

 

【考察】 

延長戦で先攻勝利試合数が多くなっているのは、後攻側の

攻撃姿勢の変化によるものだと考えた。先攻が点を取れなか

ったイニングにおいて、後攻チームに「この攻撃で０点でも

また次の回がある」という意識が生まれ、攻撃姿勢が本来よ

りも弱くなり、その結果自ら勝機を逃す場合があると考えた

のである。よって、後攻チームが攻撃での意識の持ち方を変

えずに戦えば、勝利試合数が増えると考える。また先攻チー

ムに関しては今回の結果から、試合終盤で同点の場合選手起

用など９回までに無理に勝負に出ることはなく、延長戦まで

もつれ込ませることによって勝つ確率を上げることができ

ると提案する。 
先攻後攻と先制点に関しては、「先攻後攻」よりも「先制

点」の方が勝利のためにはよりポイントとなり、それにプラ

スして「できれば後攻」程度の意識で戦うことがよいと考え

られる。ただし、準々決勝以降においては後攻有利とは言え

ないので、「後攻が有利」という先入観は捨て、「先制点」だ

けに集中して戦うことが求められ、先攻であることによる心

理的な不安がない状態で戦えることができれば、その結果高

い確率で勝利できることにつながると考える。これらの戦い

方を、より高い確率で勝つための戦い方として提言すること

とする。 

 
【結論】 

 後攻有利説は、条件によって正しいとも間違っているとも言え、

先制点重要説は正しいと言えることが明らかになった。戦い方と

しては、「後攻」よりも「先制点」の方がポイントとなり、延長戦にお

いては後攻側の攻撃の姿勢が勝敗に影響を与えると考える。 


